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119　　　　　卵巣癌術後管理に おける腹腔内細胞

の テロ メ ラ ー ゼ 活性灘騫の慧義
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　｛孱的1 卵繋癌術後の 腹腔内細胞の テ maメラ Pt ゼ

活性を測定，卵巣癌の 術後管理 に応用可能か 否か

を検討する ことを 冒的 とした。　 1方法1 腹睦薦の

ボー トが設置 されてい る卵巣癌患者か ら，腹腔内

綱胞を採取，　3 分調し細胞診 ， 緇胞培養およびテ

ロ メラーゼ活 性の 材騨 と した 。細胞診は パ パ ニ コ

ロ 染酋に よ の籾憲 した．細胞濳饕は GlT 塘地髪

鑼 い て初代培 擬 に よ ゆ，癌細胞の 宥無を判定 した、

テ ロ メ ラーゼ 活性は T 濺 AP 法によ ゆ瀰定した。

1戒績1 卵巣癌の 術後 10 症 傍， 30 検体中テロ

メ ラ
ーゼ活性は 5癧至儷 ，　1   検偉で 鍾壷出され，　4

鹹は術後化学療法 中の 癨儺で ， 1樹は外来管理中

で後に 再発と診断 された症擁で あっ た，テ ロ メ ラ

pm ゼ活 性 が検出されなか っ た 5 症鋼 中 4 鯛は侵期

の 術後管理症傍で 、細胞 診 腫癢マ ーヵ一”，画懲

診断か らも無病生存症爾で あ 肄， i 側は 術申破袈

に よる化学療法中の癨 綱 であ っ た。臨際的に 腹腔

内腫瘍の 存在 が診断さ総る検瘁では ， い ずれ も定

量可能 で あ軌 その平均値は 73 ． 4 単位と高値

で あっ た・綬胞診蔭盤 ・テ ロ メ ラーゼ 活性陽性で

あっ た 3淀例 申 2疲例は担癌症倒であ っ た．細胞

診鵑牲 ・テロ メ ラーゼ 活性陸性であ っ た 3検 体中

2 醗体は強溶搬 の 検体であ っ た 。細胞診判定 とテ

擢 メラーゼ活姓の
一致事は 80 ％，絏胞培饕 とテ

糠 メラーゼ活牲の
一一

致寧は 89 。 5 ％ であっ た．

1結諭］テ ロ メ ラーゼ活性の 灘定は 懣匿 が高い こ

と、客観盤が ある こ と，細胞 診陰性症鋼で検出さ

れたこ とか ら卵巣癌衛後 管理 に お い て 意義ある検

査 法であ るこ とが示唆 された。細胞診陽 性症例で

活魅が鞍出され なかっ た ことか ら活性陬害因子の

存在な どの問題は今後の 課題で ある。

　【目的 】妊 娠 11嘘 症 で は 正常妊娠に 比 べ trophoblast

（Tr）の 脱 落膜 ，了
・
宮筋 へ の 侵入が不

一
卜分で ある こ と

が 知 られ て い る．本研 究 で は 妊娠 中毒症 の 病態形

成にお け るTGP一β1の 役割 を明 らか にす る 目的 で，

TGF 一
β且の 血 ri1値お よび胎 盤 ，胎盤付着部子宮 筋組

繊 で の 発 現 を妊娠 中毒 症 と止 常 妊 娠 で 比 較 し
，

ま

た，Trの 浸 潤 能 に 及 ぼ す TGF β 1の 効 果 を in　vitroで

検討 し た．

【方法）1）晩期正常 妊婦（正 常群）50例 と 純粋型 妊

娠中毒 症妊婦（中毒 症群）15例 を対象と し， 【fn．清 お

よ び帝王 切開 術時に 得 ら れた胎 盤，胎盤付 着部子宮

筋組織（脱落膜含 む ）をイオ料と し た ．TGF 一
御 の 組織

内局在はABC 法に て 検索 し，血 中値，組織器 官培養

上 清 中TGF 一
β 1他 は EIA 法 で 湖 定 し た ．2）

’
｛
’
rの 浸

潤 能 は ，妊娠 6週 の 入工 妊娠 中絶例 よ り患者 の 承

諾 を得 て 採取，分 離し た Tr細 胞を材料 と し，　 in　vitro

で の invasion　assay で 測定 し，鏡検200倍視野 内 の 浸

潤 細胞数 で 判定 した．

【成績 ） DTGF −
i
’i　Lは胎 盤 で は syncytiotrophoblast

と 問質 に．了
・
宮筋 組 織で は 脱 落膜 と筋層に局在 し，

llil．中値 は 正常 群 10．3± 7．7ng／ml ，中毒症群194 ± 11、1

iigXml ，子宮筋組識器 官培養上清 111TGF 一
β且値 は正

常 群 7．0± 3．6ng！ml ，中毒症群 12．9＋ 5、8ng！ml とい ず れ

も中 彪症 群 で 有意 に 高値 を示 し た 、2） Trの 浸潤

能 で は ，培 養液 中 IOng加 I　TGF −iV　1添 加群 （48、8士

79糸田月包12001音宇見野 ）は ．　斗1唖忝力目君
’
；（92、8± 9，4rvlE包1200

倍 視野）と比較 し有意に低値 を示 した，

【結論 ｝妊娠 中毒症 で は血 中TGF 一
β1値 の 上 爿・と

胎 盤付 着 部 の 脱落膜，筋層 で の TGF 一
βiの 発現 の 亢

進 が 認 め ら れ ，ま た，TGF 一
β1に よ りTrの 浸 潤 能が

抑 制 さ れ た こ と よ り，TGF −
　i？　1は 妊娠 ［卜毒 症 にお

けるTr の 侵 人の 抑 制 に 関与し て い る と考 えられ る，
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